


1．年間値測定結果

（1）二酸化硫黄（SO、：年間値）

種別 市町村 測定局

令別表

謔Rの

謨ｪ

用途

n域

有　　効

ｪ定日数

測定時間 年平均値

1時間値が0．1

oを超えた時

ﾔ数とその割合

（日） （時間） （ggm） （時間） （％）

松　江 国設松江 100 未 345 8，411 0，004 0 0

一般
江　津 江　　津 100 住 353 8，467 0，005 0 0

（注）1．環境基準は、・時間値の日平均値が・．・4即m以下であり・かつ・・時間値の最高値が

　　2．測定方法は溶液導電率法であり、原理的には大気中に含まれる硫黄酸化物を過酸化

　　　化物を知る方法である。

（2）一酸化窒素、二酸化窒素及び窒素酸化物（NO、NO、、NO＋NO、：年間値）

一酸化窒素　（NO） 二　　　酸

種
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局
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定
日
数

測
定
時
間

年
平
均
値

1時

ﾔ値

ﾌ最

rl

日平

ﾏ値
ﾌ年
ﾔ98

湯l

有
効
測
定
日
数

測
定
時
間

年
平
均
値

1時

ﾔ値

ﾌ最

rl

1時間値

ｪ0．2卿

�ｴえた

條ﾔ数と

ｻの割合

（日） （時間） （ggm） （βgm） （叩m） （日） （時間） （叩m） （　gm） （時間） （％）

松江 国設松江 100 未 352 8，515 0，002 0，074 0，006 352 8，519 0，004 0，070 0 0

一
　
般

江津 江　津 100 住 359 8，630 0，003 0，036 0，006 359 8，665 0，005 0，033 0 0

松江 西津田町 100 商 338 8，168 0，026 0，420 0，080 362 8，705 0，020 0，067 0 0
自
　
　
排 浜田

浜　　田

∫｡前
100 商 360 8，615 0，008 0，104 0，022 360 8，661 0，009 0，083 0 0

（注）1．

　　2．

　　3．

＿酸化窒素及び窒素酸化物の環境基準は定められておらず・二酸化窒素の環境基準

＿酸化窒素の測定は、ザルツマソ試薬により二酸化窒素を測定した後の大気を更に

二酸化窒素の測定方法は、ザルツマソ試薬を用いた吸光々度法であり、原理的には
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HO7（1995）年

日平均値が0．04

@mを超えた
﨎狽ﾆその割合

1時間値

ﾌ最高値

日平均値

ﾌ2％除

O　　値

日平均値が0．04

№№高�ｴえた日

ｪ2日以上連続
ｵたことの有無

環境基準の長期
I評価による日
ｽ均値が0．04
№№高�ｴえた
冝@　　　　　数

測定機種 備　考

（日） （％） （卯m） （㎜） （有×・無O） （日）

O 0 0，019 0，007 ○ 0 高感度型

0 0 0，048 0，010 ○ 0 高感度型

0．1叩m以下であること。

水素溶液に硫酸として吸収させ、溶液の導電率を測定することにより連続的に大気中の硫黄酸

HO7（1995）年

化　　窒　　素（NO、） 窒素酸化物（NO＋NO、）

1時間値が

O．1㎜以上

O，2㎜以下

ﾌ時間数と

ｻの割合

日平均値が

O．06叩mを

ｴえた
﨎狽ﾆその

п@　合

日平均値が

O．04叩m以

繧O．06叩m

ﾈ下の日
狽ﾆその
п@　合

日平

ﾏ値
ﾌ年
ﾔ98

湯l

98％値

]価に
謔體喆

ｽ均値
ｪ0．06

o　を
ｴえた
﨎

有
効
測
定
日
数

測
定
時
間

年
平
均
値

1時

ﾔ値

ﾌ最

rl

日平

ﾏ値
ﾌ年
ﾔ98

湯l

年平均値

@NO2

備　考

NO十N（〉～

（時間） （％） （日） （％） （日） （％） （ggm） （日） （日） （時間） （ggm） （卯m） （卯m） （％）

0 0 0 O 0 0 0，012 0 351 8，497 0，006 0，111 0，016 69．9

0 0 0 0 0 0 0，012 0 359 8，626 0，OO8 0，052 0，O17 67．7

0 0 0 0 1 3 0，035 0 338 8，168 0，046 0，487 0，108 44．2

0 0 O 0 0 0 0，020 0 360 8，610 0，017 0，141 0，040 52．8

は、1時間値の日平均値が0．0伽mから0．06蜘ゾーン内または、それ以下であること。

酸化液を通して一酸化窒素を二酸化窒素に変えてから二酸化窒素と同様の方法で測定する。

大気中の二酸化窒素をザルツマソ試薬溶液と反応させて発色させ、その吸光度を測定する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ザルッマソ係数：0．84）
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種別 市町村 測定局 用途地域

有　　効

ｪ定日数
測定時間 年平均値

8時間値が20卯m
�ｴえた回数と
ｻの割合

（日） （時間） （ggm） （回） （％）

一般 松　江 国設松江 未 364 8，689 0．3 0 0

〃 西津田町 商 365 8，704 0．8 0 0

自　排

浜　田 浜田合庁前 商 365 8，701 0．4 0 0

（3）一酸化炭素（CO：年間値）

（注）、．環境基準は、1時間値の8時間平均値が2・9　m以下であり・かつ・・時間値の日平均

　　2．測定方法は非分散型赤外分析計法であり、原理的には一酸化炭素が波長によって赤

（4）光化学オキシダント（O。： 年間値）
、　，　　　’し1

種　　別 市町村 測定局 用途地域
昼間測定日数 昼間測定時間

昼間の1時間
lの年平均値

（日） （時間） （ggm）

松　　江 国設松江 未 365 5，428 0，037

一　　般
江　　津 江　　　　津 住 366 5，380 0，036

自　　排 松　　江 西津田町 商 一 一 一

（注）1．環境基準は、1時間値が0．06ggm以下であること。

　　2．昼間とは5時から20時までの時間帯をいう。

　　3．測定方法は、中性ヨウ化カリウム溶液を用いた吸光々度法であり源理的には大気

　　　の他ヨウ化カリウムと反応してヨウ素を遊離させる酸化性物質）を中性のヨウ化カリ

　　　ソト濃度を知る方法である。

亀

ゆ l

HO7（1995）年

日平均値が10卯m
�ｴえた日数と
ｻの割合

1時間値
ﾌ最高値

日平均値

ﾌ2％除
O値

日平均値が10叩mを超

ｦた日が2日以上連
ｱしたことの有無

環境基準の長期的評
ｿによる日平均値が
P鋤mを超えた日

備　考

（日） （％） （叩m） （卯m） （有×・無○） （日）

0 0 1．6 O．5 ○ 0

0 0 9．5 1．7 ○ 0

0 0 8．3 0．8 ○ 0

値が1伽m以下であること。

外線を吸収することを応用して容器を通過する赤外線の減衰量から濃度を測定する。

HO7（1995）年

昼間の1時間値が
n．06卿を超えた
﨎狽ﾆ時間数

昼間の1時間値が
O．12卯m以上の日
狽ﾆ時間数

昼間の1時間
lの最高値

昼間の日最

bP時間値
ﾌ年平均値 備　　考

（日） （時間） （日） （時間） （ggm） （㎜）

96 621 1 1 0，122 0，048

63 377 0 0 0，102 0，045

一 『 一 一 一 一

中のオキシダント（総理府令で定める範囲は、オゾン、パーオキシアセチルナイトレイト、そ

ウム溶液と反応させ遊離したヨウ素を比色法で測定することにより、連続的に大気中オキシダ

（5）非メタン・メタン及び全炭化水素

　。非メタン炭化水素（NMHC：年間値）

種　　別 市町村 測定局 用途地域
測定時間 年平均値

6～9時
ﾉおける
N平均値

6～9時

ｪ定日数

（時間） （即mC） （叩mC） （日）

松　　江 国設松江 未 7，374 0．09 0．09 331

一　　般
江　　津 江　　　津 住 7，926 0．09 0．09 364

自　　排 松　　江 西津田町 商 7，997 0．27 0．31 362
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HO7（1995）年

6～9時3時間平均値

最高値 最低値

6～9時3時間平均
lがO．20即mCを超えた日数とその割合

6～9時3時間平均
lが0．31叩mCを超えた日数とその割合

測定方法
備　　考

（卯mC） （卯mC） （日） （％） （日） （％） 直接法　（直）
ｷ量法　（差）

O．19 0．03 0 0 0 O （直）

0．37 0．05 8 2．2 1 0．3 （直）

1．41 0．06 225 62．2 146 40．3 一
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。メタン及び全炭化水素（CH、、T－HC：年間値）

メ　　　　　　タ

種　　別 市町村 測定局 用途地域 測定時間 年平均値
6～9時
ﾉおける
N平均値

6～9時
ｪ定日数

（時間） （㎜C） （卿C） （日）

松　　江 国設松江 未 7，404 1．79 1．81 337

一　　般
江　　津 江　　　津 住 7，927 1．78 1．78 364

自　　排 松　　江 西津田町 商 7，998 1．81 1．83 363

HO7（1995）年

ソ 全　　　炭　　　化　　　水　　　素

6～9時3時間
ｽ　　均　　値 測定時間 年平均値

6～9時
ﾉおける
N平均値

6～9時
ｪ定日数

6～9時3時間
ｽ　　均　　値

測定又

ﾍ換算

禔@式

最高値 最低値 最高値 最低値

備　考

（即mC） （即mC） （時間） （卯mC） （叩mC） （日） （ggmC） （卯mC）

2．22 1．64 7，372 1．88 1．89 331 2．30 1．69 （直）

1．87 1．66 7，926 1．88 1．88 364 2．17 1．74 （直）

2．09 1．66 7，997 2．08 2．14 362 3．35 1．77 （直）

（6）浮遊粒子状物質（S　PM：年間値）

種別 市町村 測定局

用
途
地
域

有　　効

ｪ定日数
測定時間 年平均値

1時間値が0．20
r／㎡を超えた時
ﾔ数とその割合

日平均値が0．10
r／㎡を超えた
﨎狽ﾆその割合

（日） （時間） （㎎／㎡） （時間） （％） （日） （％）

松　江 国設松江 未 350 8，523 0，022 0 0 0 0．0

一般
江　津 江　　津 住 366 8，774 0，025 0 0 0 0．0

松　江 西津田町 商 359 8，655 0，034 O 0 1 0．3

自排
浜　田 浜田市 〃 363 8，734 0，024 0 0 0 0．0

（注）1．環境基準は、1時間値の日平均値が0．10㎎／が以下であり、かつ1時間値が0．20

　　2．ベータ線吸収法による測定方法は、原理的には大気中の浮遊粒子状物質をろ紙上に

　　　状物質を知る方法である。

嫉
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HO7（1995）年

1時間値の
ﾅ　高　値

日平均値の

Q％除外値

日平均値が0．10㎎／㎡

�ｴえた日が2日
ﾈ上連続したこ
ﾆの有無

環境基準の長期的
]価による日平均
lが0．10㎎／艀を
ｴえた日数 測定方法 備　　考

（㎎／㎡） （㎎／㎡） （有×・無○） （日）

0，139 0，056 ○ 0 ベータ線吸収法

0，160 0，056 ○ 0 〃

0，194 0，068 ○ 0 〃

0，155 O，064 ○ 0 〃

㎎／証以下であること。

捕したうえで、β線を照射してその透過強度を測定することにより連続的に大気中の浮遊粒子
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